
　重力波の発見やヒッグス粒子の発見など、
近年の基礎科学上の重要な発見は大型科学プ
ロジェクトによってなされてきました。
　この講演ではレーザー干渉計重力波観測所
LIGOや国際リニアコライダーILCで行われる
研究、そしてその意義についてお話しします。
バリッシュさんの講演は英国より遠隔講演に
て行い、日本語通訳がつきます。また、お二人の
討論、参加者との質疑応答も予定しています。
　本市民講演会は、国際学会 ALCW (Asian 
Linear Collider Workshop) 2018の企画とし
て開催されています。
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主催：九州大学、高エネルギー加速器研究機構(KEK)

共催：アジア将来加速器委員会(ACFA)、
　　 アジア太平洋高エネルギー物理学委員会(AsiaHEP)、
　　 リニアコライダー・コラボレーション(LCC)
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